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介護保険制度の見直しで 
市、ホームヘルプサービス利用者の実態調査を約束
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国
会
に
提
案
さ
れ
て
い

る
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
案
は
、
利
用
料
の
負
担
や

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
（
介
護

予
防
給
付
の
導
入
）
な
ど
で

利
用
者
の
負
担
が
増
え
る
、

今
ま
で
受
け
て
い
た
サ
ー

ビ
ス
が
う
け
ら
れ
な
く
な

る
、
と
い
っ
た
改
悪
案
で

す
。 例

え
ば
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る

方
は
新
た
に
食
事
代
や
部

屋
代
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
約
三
万
五

千
円
の
負
担
増
に
な
り
ま

す
。
減
額
し
て
い
た
方
に
つ

い
て
は
、
当
面
、
今
ま
で
ど

お
り
に
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

六
％
の
利
用
料
と
い
う
措

置
も
な
く
す
こ
と
で
、
在
宅

の
方
の
負
担
が
増
え
ま
す
。

私
は
十
一
月
議
会
質
問

で
「
影
響
額
が
い
く
ら
に
な

る
の
か
、
利
用
者
の
実
態
調

査
を
す
べ
き
だ
」
と
質
問
と

提
起
を
し
ま
し
た
。 

1月22日(土）、林友の会(岡山市浜)の
新春の集いに参加しました、例年にな
く良い天気にめぐまれて、約200 人の
参加者でもちつきなどで盛り上がりま
した。障害者の医療費の負担増が考え
られている時だけに、元気をだそうと
声をかけあいました。 

岡
山
県
か
ら
岡
山
市
へ
の
乳
幼
児
医
療
費
の

補
助
率
が
六
分
の
一
に
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

五
分
の
一
に
戻
す
よ
う
に
申
し
入
れ
を
す
る

日
本
共
産
党
岡
山
県
議
団
と
市
議
団
。 

中
核
市
を
理
由
に
補
助
率
を
引
き
下
げ
て

い
る
の
は
岡
山
県
く
ら
い
で
す
。 

(

右
の
写
真 

、
稲
葉
市
議
は
左
か
ら
八
番
目
）

平和憲法をまもろう、岡山県九条の会 
http://www.geocities.jp/okayama9jyounokai/ 

岡
北
で
九
条
署
名
と 

街
頭
宣
伝 

二
月
九
日
、
北
方
の
天
満
屋

ハ
ッ
ピ
ー
タ
ウ
ン
前
で
、
憲
法

九
条
を
守
る
署
名
と
街
頭
宣

伝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
軒
屋

弾
薬
庫
周
辺
住
民
の
会
が
、
地

域
の
「
九
条
の
会
」
発
足
と
毎

月
九
日
の
行
動
を
申
し
合
わ

せ
て
最
初
の
と
り
み
で
し
た
。

 

こ
の
日
は
、
岡
北
地
域
の
準

備
会
と
趣
旨
に
賛
同
す
る
十

人
が
午
後
四
時
半
か
ら
約
一

時
間
行
動
し
ま
し
た
。 

今後のスケジュール 
２月 

18日（金） 2月議会本会議 

  22 日（火） 横井小、体育館・運動

場竣工式  

  25日（金） 共産党代表質問（田畑 

議員）

３月 

  １日（火） 財田・竜の口９条の会

   ３~９日  個人質問 

   11日（金） 重税反対集会 

   13日（日） 高島駅２０周年記念 

   15日（火） ２月議会閉会日 

   16日（水） 幼稚園卒園式 

   17日（木） 中学校卒業式 

   18日（金） 小学校卒業式 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

全
体
で
は
、
四
千
六
百
万
円

の
負
担
に
な
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
個
々
の
利
用
者

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
市
は 

実
態
を
調
べ
る
約
束
を
し
ま
し

た
。 
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いなば泰子市会議員のホームページ http://www.joy.hi-ho.ne.jp/inaba129m/ 

「
遥
か
な
る
ク
リ
ス
マ
ス
」 

年
末
恒
例
の
紅
白
歌
合
戦
は
、
年
を
追
う

ご
と
に
お
祭
り
騒
ぎ
が
ひ
ど
く
な
り
、
見
る

気
も
失
せ
て
い
た
。
が
、
大
好
き
な
さ
だ
ま

さ
し
の
声
が
流
れ
て
き
て
慌
て
て
テ
レ
ビ
の

前
へ
、
初
め
て
聞
く
「
遥
か
な
る
ク
リ
ス
マ

ス
」
。
画
面
に
釘
付
け
に
な
り
時
間
が
止
ま
っ

た
よ
う
に
思
え
た
数
分
。
あ
の
馬
鹿
騒
ぎ
の

な
か
で
、
彼
は
敢
え
て
こ
の
歌
を
歌
っ
た
！

歌
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
数
分
の
み

が
、
あ
の
紅
白
の
中
で
透
明
の
光
を
放
っ
て

い
た
よ
う
に
私
に
は
思
え
た
。 

 

一
月
あ
る
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
夢
音
楽
館
」
で
、

さ
だ
ま
さ
し
が
「
今
ま
で
少
し
ず
つ
思
い
を

出
し
て
き
た
け
ど
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
く

て
、『
遥
か
な
る
ク
リ
ス
マ
ス
』
で
と
う
と
う

全
部
言
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

彼
の
平
和
へ
の
強
い
思
い
は
、
毎
年
夏
に
長

崎
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
一
昨
年
春
、
同
地
に
ピ

ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
な
ど
で
表
さ
れ
て

い
る
。 

 

い
ろ
ん
な
形
で
い
ろ
ん
な
立
場
の
人
が
平

和
を
真
剣
に
訴
え
行
動
し
て
い
く
。
今
、
そ

れ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
で
、
私
に
は
何
が

で
き
る
だ
ろ
う
、
年
末
以
来
、
さ
だ
ま
さ
し

の
「
遥
か
な
る
ク
リ
ス
マ
ス
」
は
ず
っ
と
私

に
問
い
か
け
て
い
る
。 

（
幡
多
・
Ｓ
）

恒
久
の
平
和
を
体
現
す
る
と
宣
言
し

た
憲
法
九
条
が
、
私
た
ち
の
生
命
と
自
由

を
守
っ
て
い
る
―
。
大
学
一
年
の
講
義
。

「
憲
法
九
条
」
と
ま
っ
す
ぐ
に
向
き
合
っ

た
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。 

子
ど
も
が
小
学
生
の
頃
、
戦
争
体
験
を

聞
く
と
い
う
宿
題
を
持
ち
帰
っ
た
。 

―

平
和
な
日
常
は
「
憲
法
九
条
」
で
守
ら
れ

て
い
る 

― 

子
ど
も
と
語
ら
い
な
が
ら
、

学
生
の
時
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
て
い

た
。 そ

し
て
今
。
「
九
条
」
は
け
し
て
手
放

す
ま
い
ぞ
と
、
若
い
時
分
の
心
持
が
強
く

蘇
る
の
を
感
じ
て
い
る
。 

（
高
島
・
Ｍ
）

子
ど
も
の
宿
題
と
憲
法
九
条 

社会の常識・ 
あたりまえのこと 

ラ
イ
ン
復
興
は
、
自
衛
隊
で
な

く
と
も
で
き
る
。
結
局
、
ア
メ

リ
カ
の
要
求
に
隷
従
し
て
い

く
ま
や
か
し
だ
。 

 

現
実
に
日
本
を
攻
撃
し
て

 

イ
ラ
ク
な
ど
自
衛

隊
の
海
外
派
兵
は
、
国

際
貢
献
の
履
き
違
い
。

イ
ラ
ク
市
民
の
要
求

―
医
療
や
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
な
ど
ラ
イ
フ

憲
法
を
拡
大
解
釈
し
て
い
る
の
は
政

治
家
の
責
任
！ 

第
二
次
世
界
大
戦
の

「
戦
争
責
任
」
に
、
国
家
は
明
確
な
答

を
し
て
い
な
い
。
過
去
の
反
省
な
く
し

て
憲
法
を
変
え
る
必
要
は
な
い
。 

く
る
国
は
な
い
。
五
兆
円
と
も
六
兆
円

と
も
い
う
防
衛
費
は
、
税
金
の
ム
ダ
使

い
。
そ
の
お
金
が
社
会
保
障
を
は
じ
め

国
民
生
活
に
回
れ
ば
、
ど
ん
な
に
豊
か

な
社
会
に
な
る
こ
と
か
。
（
宇
野
・
Ｏ
）

（
２
月
11
日
付
『
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
』
か
ら
転
載
。

筆
者
は
祇
園
在
住
。
）

「９条の会」絵葉書ができました。

江草昭治さん(祇園在住)の絵と立

石憲利さん(総社市在住)の「岡山

弁の憲法９条」が載り 1組 300 円。

注文は､☎と fax：086(424)9764 

上は、絵葉書の 1 枚「とうろう

流し」です。 


